
「ガラス」というと、みなさんは何を想いうかべるでしょうか。
透明感、きらきらと光をはらむ姿、冷たく硬い質感、もろく壊れ
やすい儚さ…。ガラスがわたしたちに喚起するイメージは、じつ
に多様性に富んでいます。それはガラスそのものが有する性質に
よるものといえるでしょう。ガラスという素材には光を透過させ
るのみならず、無限ともいえる色彩やフォルム、質感を生みだす
など、さまざまな表現の可能性が秘められているのです。

こうした多様な特性を生かしたガラスによる作品が、今日ま
で、世界各地域において、つくりだされてきました。この展覧会
は、こうしたガラス作品の多彩な魅力を、さまざまな「うたう」を

うた

キーワードとしてご紹介するものです。〈Ⅰ．自然を謳う〉〈Ⅱ．
うた うた

ガラスに響く歌とリズム〉〈Ⅲ．詩をめぐるイメージ〉という３
つの章により、１９世紀末アール・ヌーヴォーから現代にいたるガ
ラス芸術の世界をおたのしみください。

うた

Ⅰ．自然を謳う
いまからおよそ１２０年ほど前、ヨーロッパはフランスを中心に、

アール・ヌーヴォーと呼ばれる芸術様式が誕生しました。この時
代、新たな表現の可能性を秘めた素材として脚光を浴びるように
なった素材、それがガラスでした。
アール・ヌーヴォー様式が起こった背景のひとつに、日本美術

からの影響があげられます。ヨーロッパの作り手たちの眼差し
は、日本の美術工芸品にくりかえし姿を現わす樹木や草花、鳥や

虫や魚といった自然に生きるみずみずしい生命へと注がれまし
た。そしてそれらをモティーフとして、自らの作品にも取り入れ
たのです。
こうして遠く海をわたってもたらされた日本美術からインスピ

レーションを得た、自然に親しみ、自然を謳う心こそ、アール・
ヌーヴォー芸術をつらぬく精神の大切な源流といえるでしょう。

! 作家名 作品名 制作年 材質：技法／技法・材質

１ エミール・ガレ 花文花器 １８８０頃 ガラス：マルケトリー、金属酸化物に
よる斑文、金彩、エナメル彩

２ エミール・ガレ 虫文花器 １８８９ ガラス：被せガラス、型吹き、エング
レーヴィング

３ エミール・ガレ 貝殻湖水文花器 １８８９頃 ガラス：エナメル彩

４ エミール・ガレ 蜻蛉文花器 １８８０代 ガラス：エナメル彩

５ エミール・ガレ アザミ文花器 １８９０頃 ガラス：エナメル彩、カボション

６ エミール・ガレ 蜂文花器のためのデッサン（５点） １８９０頃 インク・紙

７ エミール・ガレ 紫陽花文花器 １８９０代 ガラス：被せガラス、エッチング

８ エミール・ガレ 百合文香水瓶 １８９０代 ガラス：被せガラス、エッチング、グ
ラヴュール

９ エミール・ガレ 草花文花器 １８９０代 ガラス：被せガラス、エッチング

１０ エミール・ガレ 雪中竹に鷹文花器 １８９７－１９００頃 ガラス：被せガラス、エッチング、エ
ナメル彩

１１ エミール・ガレ シクラメン文碗 １８９８－１９００頃 ガラス：型吹き、被せガラス、マルケ
トリー、エングレーヴィング

１２ エミール・ガレ 蜻蛉文花器 １９００－０４頃 ガラス：被せガラス、エッチング

１３ エミール・ガレ 浜木綿文花器 １９００頃 ガラス：エッチング、金彩、エナメル
彩

１４ エミール・ガレ カトレア文花器 １９００頃 ガラス：被せガラス、金属箔封入、エッ
チング、型吹き、エングレーヴィング

１５ エミール・ガレ 花文香水瓶 １９００頃 ガラス：被せガラス、エッチング、エ
ングレーヴィング

１６ エミール・ガレ 蜂文花器 １９００頃 ガラス：エッチング、エナメル彩

１７ エミール・ガレ 花に蝶文ランプ １９００頃 ガラス：被せガラス、エッチング

１８ ガレ工房 湖水風景文花器 １９０４－１４頃 ガラス：被せガラス、型吹き、エッチ
ング

１９ ガレ工房 風景文花器 １９０４－１４頃 ガラス：被せガラス、エッチング

２０ ガレ工房 風景文花器 １９０５－１０頃 ガラス：エナメル彩、エッチング、被
せガラス

２１ ガレ工房 洋蘭文花器 １９０６－１９１４ ガラス：被せガラス、エッチング

２２ ガレ工房 花に蝶文蓋物 １９１０頃 ガラス：被せガラス、エッチング

２３ ガレ工房 風景文舟形花器 １９１８－３１頃 ガラス：被せガラス、エッチング

２４ ガレ工房 木の実文花器 １９２０代 ガラス：被せガラス、エッチング

２５ ガレ工房 湖水風景文花器 １９２０代 ガラス：被せガラス、型吹き、エッチ
ング

２６ ドーム 鷺に睡蓮文鉢 １８９０頃 ガラス：エッチング、金彩、エナメル彩

２７ ドーム 鷺に睡蓮文三耳花器 １８９４頃 ガラス：型吹き、エッチング、金彩、
エナメル彩

２８ ドーム 落葉文ランプ １８９０代 ガラス：エナメル彩、斑文ガラス、被
せガラス、エッチング

ガラスにうたえば Songs in Glass
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Ⅱ．ガラスに響く歌とリズム
１９２０年代、著しい機械化にともない、都市生活のリズムや人々
の美意識に変化がもたらされたパリでは、アール・ヌーヴォーに
かわり、アール・デコと称されるスタイルが流行するようになり
ます。ここには、簡潔なフォルム、モティーフの繰り返しや幾何
学的な装飾による、特有のリズミカルな表現を見いだすことがで
きます。
日用品のデザインが発達していたスウェーデンでも、ガラス工

芸が大きく展開します。１９１３年、オレフォーシュ社は画家と職人

との協働を実践。透明なガラスに物語性ゆたかな浮彫をほどこし
た器がつくられました。北欧の生活のなかではぐくまれた、シン
プルな形の内にも暖かみのある作品からは、いまにも軽やかなハ
ミングが聞こえてきそうです。
また、歌劇や歌、文学と共通する主題によるガラス作品もみら

れます。こうした作品からは、歌や詞、詩の世界と交わりながら、
ゆたかな広がりを有してきたガラス工芸の世界を垣間見ることが
できるでしょう。

! 作家名 作品名 制作年 材質：技法

４３ ルネ・ラリック 花器・バッタ 型：１９１３ ガラス：型吹き、着彩

４４ ルネ・ラリック 花器・いんこ 型：１９１９ ガラス：型吹き

４５ ルネ・ラリック 花器・いばら 型：１９２１ ガラス：型吹き

４６ ルネ・ラリック タイス 型：１９２５ ガラス：型押し

４７ ルネ・ラリック ヤドリギ文鉢 １９２０代 ガラス：型押し

４８ ルネ・ラリック 花束文鉢 １９２０代 ガラス：型押し

４９ ヴィクトール・アマルリク・ヴァルテール 置物・青い鳥 １９２０代 ガラス：パート・ド・ヴェール

５０ エーヴァルド・ダールスクーグ 蓋付台付鉢・メリーゴーランド １９２６ ガラス：型吹き、カット、エングレー
ヴィング

５１ ヴィッケ・リンドストランド 花器・真珠採り １９３８
デザイン：１９３４

ガラス：吹込み、エングレーヴィング

５２ ヴィッケ・リンドストランド 花器・漁網 １９５５／５６
デザイン：１９５１頃

ガラス：型吹き、エングレーヴィング

５３ ヴィッケ・リンドストランド 花器・秋 １９５０代
デザイン：１９５０－５１

ガラス：宙吹き

５４ ヴィッケ・リンドストランド 花器・洗濯 １９５０代
デザイン：１９５１頃

ガラス：型吹き、エングレーヴィング

５５ エードヴァルド・ハルド 鉢・花火 １９２７頃
デザイン：１９２１

ガラス：型吹き、エングレーヴィング

５６ エードヴァルド・ハルド 鉢・雷雨 １９５３
デザイン：１９２２

ガラス：被せガラス、型吹き、エング
レーヴィング

５７ エードヴァルド・ハルド 鉢・葡萄の収穫 １９２５
デザイン：１９２４

ガラス：型吹き、エングレーヴィング

５８ 岩田 藤七 花器・朝の歌 １９６２（昭和３７） ガラス：宙吹き、アップリケ

５９ 岩田 藤七 貝・浜辺の歌 １９６３（昭和３８） ガラス：宙吹き

６０ 岩田 藤七 水指・花 ガラス：型吹き

６１ 岩田 藤七 水指・おとづれ ガラス：型吹き、金箔溶着

! 作家名 作品名 制作年 材質：技法

２９ ドーム 白鳥文水指 １８９７－１９００頃 ガラス：エナメル彩、エッチング

３０ ドーム 雪に樹木文花器 １９００－０７頃 ガラス：ヴィトリフィカシオン、型吹
き、エッチング、エナメル彩

３１ ドーム 雪に樹木文花器 １９００－０７頃 ガラス：ヴィトリフィカシオン、エッ
チング、エナメル彩

３２ ドーム 草の実文花器 １９００頃 ガラス：エナメル彩、ヴィトリフィカシ
オン、被せガラス、型吹き、エッチング

３３ ドーム 夕暮湖水文花器 １９００頃 ガラス：被せガラス、エッチング

３４ ドーム 矢車草と鈴蘭文花器 １９０２ ガラス：エナメル彩、エッチング、ヴィ
トリフィカシオン

３５ ドーム マロニエ文花器 １９０７－１０頃 ガラス：被せガラス、エッチング、斑
文ガラス、型吹き

３６ ドーム 風景文花器 １９１０－１４頃 ガラス：エッチング、エナメル彩

３７ ドーム スミレ文ボンボン入れ １９１０ ガラス：エナメル彩、エッチング

３８ ドーム 蝶文蓋 １９１０頃 ガラス：パート・ド・ヴェール

３９ ドーム 孔雀文花器 １９１４頃 ガラス：被せガラス、斑文ガラス、エッチ
ング、エナメル彩、ヴィトリフィカシオン

４０ ドーム 昆虫文蓋物 １９１０代 ガラス：パート・ド・ヴェール

４１ ドーム ティーカップ １９世紀末 ガラス：エッチング、エナメル彩

４２ ドーム 枯葉文花器 ２０世紀初期 ガラス：被せガラス、エッチング
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Ⅲ．詩をめぐるイメージ
２０世紀半ば以降、今日にいたるまで、より多彩なガラス作品が
世界各地で生みだされるようになりました。そうしたなかでも、
古典的な詩歌や、説話、メルヘンなど、詩的なイメージを喚起す
る作品は少なくありません。
タイトルに示唆されているように、詩想ゆたかなテーマをはら

んだ作品を制作している作家もいれば、実際に、造形とともに詩

をつくり提示している作家もいます。現代の作家たちは、自らの
尽きせぬ創作への想いを、表現の可能性に満ちたガラスという素
材に託しているといえるでしょう。
作品のタイトルに示された詩をひとつの手がかりに、イマジ

ネーションあふれる現代ガラスの世界をおたのしみください。

! 作家名 作品名 制作年 材質：技法

６７ 三宅 道子 心は君が影となりにき ２００２（平成１４） ガラス、テラゾ（人造大理石）、鉄

６８ 高橋 禎彦 花のような ２００２（平成１４） ガラス：被せガラス、宙吹き、研磨

６９ ロバート・ノッテンベルト 南極の亡霊・夢みる巣 １９９４
ガラス、あほうどりの頭蓋骨：板ガラ
スをコンピュータ制御高圧水噴射によ
りカット、サンドブラスト、酸みがき

７０ ジニー・ラフナー 統一された球技場理論 １９８８ ガラス：ランプワーク、サンドブラス
ト、着色、ドローイング

７１ リチャード・マイトナー ジャック １９９７－２０００ ガラス：ホウケイ酸ガラス、宙吹き、エ
ナメル焼付、金箔、一部色水を満たす

７２ フィン・リュンゴー 蝶 １９８２ ガラス：被せガラス、金箔溶着

７３ フィン・リュンゴー おもちゃの国 Ⅰ，Ⅱ １９８２ ガラス：エナメル彩、型吹き

７４ フィン・リュンゴー 陸、海そして空 １９８２ ガラス：エナメル彩

７５ アン・ヴォルフ スープの王様がいない １９８０ ガラス：被せガラス、サンドブラス
ト、エッチング

７６ アン・ヴォルフ マザーズ・ボウル １９８１ ガラス：被せガラス、サンドブラス
ト、エッチング

７７ キャピィ・トンプソン 家族の壷 １９９３ ガラス：宙吹き、エナメル焼付け、裏側か
ら着色、透明エナメルによるグリザイユ

７８ ロナルド・ペネル 「危機に瀕して」ヒューマニストの表現の試み １９９４ ガラス：エングレーヴィング、カッ
ト、研磨

７９ クリスティアン・シュミット ノー・モア・フィッシュ １９９３ ガラス：被せガラス、エングレーヴィ
ング

８０ 池本 一三 ポートレート’８８Ⅰ １９８８（昭和６３） ガラス、銅：板ガラス、着色、サンド
ブラスト

８１ 池本 一三 SCENE０２１２ ２００３（平成１５） ガラス：宙吹き、エナメル焼付

８２ ジェイ・マスラー 醜いボウルの連作 １９８８ ガラス：スランピング、カット、サン
ドトラスト、油彩

８３ ロバート・パルスキー 生は暑い夏の日のように彼のもとを過ぎさった １９８７ ガラス：キャスト、接着着色、サンド
ブラスト

８４ ハンク・ムルタ・アダムス 王冠を戴いた頭 １９９１ ガラス、銅：キャスト

８５ 塩谷 直美 嵐の予感 ２００１（平成１３） ガラス：キャスト、サンドブラスト、
研磨

８６ 塩谷 直美 月の空 ２００１（平成１３） ガラス：キャスト、サンドブラスト、
研磨

８７ 塩谷 直美 ５回の夜 ２００１（平成１３） ガラス：キャスト、サンドブラスト、
研磨

８８ 塩谷 直美 海を渡る夢 ２００２（平成１４） ガラス：キャスト、サンドブラスト、
研磨

８９ マテイ・ネグレアヌ 星の伝説 １９８８ ガラス、鉛箔：カット、接合、エング
レーヴィング

９０ マテイ・ネグレアヌ 星の伝説 １９８８ ガラス、鉛箔：カット、接合、エング
レーヴィング

９１ リハルト・チェルマーク ラミア １９９４ ガラス：キャスト、部分的にカット、
研磨

９２ 扇田 克也 ワタシノアヲゾラ １９９１（平成３） ガラス：キャスト、サンドブラスト

９３ 扇田 克也 アメノヒモアル １９９１（平成３） ガラス：キャスト、サンドブラスト

! 作家名 作品名 制作年 材質：技法

６２ 岩田 藤七 茶入・静雨 ガラス：宙吹き

６３ 岩田 藤七 花器・初時雨 ガラス：宙吹き、金泊溶着

６４ 岩田 藤七 花器・瀬音 ガラス：宙吹き、斑文ガラス

６５ 藤田 喬平 飾筥・源氏物語 １９８３（昭和５８） ガラス、金属：被せガラス、色ガラス
粒と金属箔による装飾、型吹き

６６ 藤田 喬平 飾筥・竹取物語 １９９２（平成４） ガラス、銀：被せガラス、色ガラス粉と
金箔、プラチナ箔による装飾、型吹き




